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はじめに 

１ 網走市新庁舎建設基本構想の位置付け 

現本庁舎は、建築から５４年が経過し、「耐震性の不足」「施設・設備の老朽化」

「省エネ・バリアフリー等への対応不足」などの問題を抱えています。 

また、隣接する西庁舎も建築から６１年が経過しており、本庁舎と同様に早急

な対応が求められています。 

『網走市新庁舎建設基本構想』は、現本庁舎と西庁舎の抱えるこれらの課題を

解決するため、新庁舎建設基本構想策定検討委員会や地域説明会、まちづくりふ

れあい懇談会、市民アンケートなどの意見・提案を踏まえ、基本理念や方針、建

設位置などを定める「構想編」と、これをより具体化し、新庁舎に備える機能や

規模など、今後の設計や施工に向けて基本的な整備方針を整理する「計画編」を

併せて策定するものです。 

 

  【検討委員会での検討・審議事項】 

 

   ◎現本庁舎と西庁舎の現状把握、問題点の整理 

   ◎新庁舎の位置付けと役割 

   ◎新庁舎の基本理念、基本方針 

   ◎新庁舎の建設場所 

    

◎新庁舎の規模 

   ◎建設計画（配置、構造、設備など） 

   ◎建設費用・財源 

   ◎事業計画（事業手法、スケジュールなど） 

 

 ２ 新庁舎建設基本構想策定検討委員会の設置 

新庁舎の建設に向けて、学識経験者や市内各団体代表者、市民公募を含めた

２５名の委員で構成する「新庁舎建設基本構想策定検討委員会」を設置し、本

検討委員会での検討・審議を踏まえ『網走市新庁舎建設基本構想』を策定いた

しました。 

 

  

構想編部分 

計画編部分 
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＜参考：耐震化対策などに係る検討経緯など＞ 

平成２３年３月 東日本大震災発生 

平成２５年１１月 耐震改修促進法改正 

  （大規模施設の耐震診断及び結果報告の義務化） 

平成２７年度 市役所本庁舎耐震診断の実施 

  （耐震基準値を満たしていないことが判明） 

平成２８年４月 熊本地震発生 

平成２８年度 市役所西庁舎耐震診断の実施 

  （耐震基準値を満たしていないことが判明） 

平成２９年  市町村役場機能緊急保全事業の創設 

平成２９年度 耐震改修等に係る概算費用の算出 

平成３０年４月 公共施設耐震化等対策室を設置 

    （市庁舎の建替を最優先とする方針） 

  （建設場所は金市舘ビル跡地周辺敷地を適地と判断） 

平成３１年４月 庁舎整備推進室を設置 

令和元年６月 網走市新庁舎建設基本構想策定検討委員会設置 
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第１章 現庁舎の課題について 

1-1 現庁舎の耐震性の状況 

平成２５年１１月に耐震改修促進法が改正され、新耐震基準導入以前に建設

された大規模施設の耐震診断及び結果報告の義務化に伴い、平成２７年度に義

務対象となる市役所本庁舎、平成２８年度には市役所西庁舎の耐震診断を実施

しました。 

その結果、構造耐震指標（Is 値）は 0.3 を下回り、両施設ともに耐震基準を

満たしていないことが判明しました。 

この結果により、震度６～７クラス程度の大規模地震が発生すると「倒壊、

又は崩壊する危険性が高い」状況にあり、早急な対応が必要となりました。 

 

表 1-1-1 市庁舎の現況と耐震判定結果 

施設名 建設年月 
経過年数 
（令和元年 7

月現在） 

残耐用年数 
（令和元年 

7 月現在） 
構造 階数 耐震判定結果（Is 値） 

本庁舎 
昭和 39 年 

9 月 
54 年 6 年 ＲＣ造 

地上 3 階 

地下 1 階 
0.078～0.776 

西庁舎 
昭和 33 年 

3 月 
61 年 1 年超過 ＲＣ造 地上 3 階 0.284～0.628 

※耐用年数を 60 年として算出 

 

表 1-1-2 構造耐震指標（Ｉs 値）について 

Iｓ値が 0.6 以上 倒壊、又は崩壊する危険性が低い 

Iｓ値が 0.3 以上 0.6 未満 倒壊、又は崩壊する危険性がある 

Iｓ値が 0.3 未満 倒壊、又は崩壊する危険性が高い 

※震度 6～7 程度の規模の地震に対するＩs 値の評価 
※構造耐震指標「Ｉs 値」とは、耐震診断の結果、建物の強度、形状、経年劣化の要因等か
ら評価される建物の耐震性能を表す指標です。 
 
 
 

 

    

市役所本庁舎 市役所西庁舎 



 

1-2

設備など更新

な状況

雨漏りや天井

い

あ

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜本庁舎

・エレベーター

 

＜西庁舎

・エレベーター

 

2 現庁舎の

現庁舎は、全体的に

設備など更新

な状況が発生して

また、窓の老朽化

雨漏りや天井

います。 

さらに壁などのひび割れや、

あるなど老朽化

      

本庁舎の施設

・エレベーター

＜西庁舎の施設機能

・エレベーター

 

割れている窓

旧式の暖房設備

庁舎の老朽化の状況

現庁舎は、全体的に

設備など更新時期が過ぎているものが多数あり、

が発生しています。

窓の老朽化など

雨漏りや天井が剥がれ

壁などのひび割れや、

るなど老朽化の状況がわかります

施設機能＞ 

・エレベーター有り、多目的トイレ

施設機能＞ 

・エレベーター無し、多目的トイレ

  

割れている窓 

旧式の暖房設備 

老朽化の状況

現庁舎は、全体的に経年劣化が著しく

時期が過ぎているものが多数あり、

ます。 

などによる変形

剥がれるなどの状況が

壁などのひび割れや、

の状況がわかります

多目的トイレ

、多目的トイレ
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老朽化の状況と設備

経年劣化が著しく老朽化が進んでおり、暖房設備、電気

時期が過ぎているものが多数あり、

による変形・破損

などの状況が多数発生

壁などのひび割れや、本庁舎窓側の床

の状況がわかります。 

多目的トイレ有り、車いす対応駐車

、多目的トイレ無し、車いす対応駐車

設備配管劣化状況

窓廻りの老朽化と
窓下のひび割れ

と設備 

老朽化が進んでおり、暖房設備、電気

時期が過ぎているものが多数あり、維持

・破損が発生し、雨・雪が庁舎内に侵入し、

多数発生しており、

本庁舎窓側の床に立つと

、車いす対応駐車

、車いす対応駐車

設備配管劣化状況 

窓廻りの老朽化と 
窓下のひび割れ 

老朽化が進んでおり、暖房設備、電気

維持経費面において

が発生し、雨・雪が庁舎内に侵入し、

しており、執務環境が悪化して

に立つと、傾斜を感じる場所

、車いす対応駐車場有り、

、車いす対応駐車場無し、

老朽化が進んでおり、暖房設備、電気

経費面において非効率的

が発生し、雨・雪が庁舎内に侵入し、

執務環境が悪化して

、傾斜を感じる場所

場有り、駐車台数

場無し、駐車台数

天井漏水跡

内壁ひび割れ

老朽化が進んでおり、暖房設備、電気

非効率的

が発生し、雨・雪が庁舎内に侵入し、

執務環境が悪化して

、傾斜を感じる場所が

駐車台数 60 台 

駐車台数 7 台 

天井漏水跡 

内壁ひび割れ 
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1-3 現庁舎の維持管理と保安 

地球温暖化対策の観点から、省エネルギー・省資源、再生可能エネルギーの

活用等、二酸化炭素の排出削減を推進することが求められますが、特に現庁舎

は窓枠の老朽化などにより、断熱及び気密性が低く、加えて各種設備の老朽化

も進んでいるため、消費エネルギーは大変非効率な状況となっています。 

直近３ヵ年（平成２８年度～平成３０年度）の光熱費の平均は、本庁舎が約

９３０万円、西庁舎が約 410 万円となっています。 

さらに、老朽化に伴う施設の修繕費用も定期的に発生しており、大規模な改

修工事が必要な場合には、多額の改修費用を要することになります。 

また、情報通信技術の進展に伴い、効率的で災害に強い電子自治体の実現が

求められていますが、現庁舎ではＩＴ機器に必要なスペースの確保が困難で、

個人情報や行政情報を取り扱う一部の部署では、電子データの保管場所や集中

管理のサーバーが低層階にあるなど、情報セキュリティへの対応が不足してい

ます。 

同様に低層階には、電気室や機械室、書庫などの重要諸室があり、大規模な

水害の場合には、庁舎機能の維持に関わる重大な被害を受ける危険性がありま

す。 
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1-4 現庁舎の課題解決に向けて 

（１）防災拠点機能の確保 

市庁舎は、災害時における指揮系統機能と市民サービスなど多様な行政機能

の最重要拠点として、市民の生活および安全に直結する必要不可欠な機能を有

しています。また、防災拠点として地震・津波・台風・大雪など、あらゆる災

害時には、災害対策本部機能が十分に発揮できる庁舎でなければなりません。 

非常用電源や情報管理サーバーなど重要な

設備は、万一の大規模水害などに備え高層階

に配置し、あらゆる災害時においても、ライ

フラインを確保し、市庁舎機能を維持継続で

きることが重要です。 

残耐用年数がわずかな本庁舎と、既に超過

している西庁舎の現状の課題を解決し、防災

拠点として、災害発生時に備えた耐震性能な

どを有する安全・安心な新庁舎を早急に建設

する必要があります。 

 

（２）市民に対する行政サービスの向上 

分散化した窓口機能を新庁舎に集約し、市民の利便性向上を図る必要があり

ます。 

また、プライバシーを守る相談ブースや多目的に活用できる会議室などを設

置し、市民へ寄り添うサービスを向上させなければなりません。 

さらに、確実な情報セキュリティの下でＩＴ等の有効活用により、効率的な

窓口対応や時代に即した仕組みづくりなど市民サービスの向上が求められます。 

市民の利便性やニーズに配慮した、容易に行政情報を入手できる情報発信基

地として開かれた庁舎である必要があります。 

図 1-4-2 窓口業務の分散化 

      

  

図 1-4-1 防災拠点イメージ 

西庁舎

本庁舎
ＮＴＴ
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（３）ユニバーサルデザインへの対応 

障がい者や高齢者などの利用に配慮した多目的トイレの配置をはじめ、車い

すに対応したエレベーターやゆるやかなスロープなどの整備が必要です。 

また、市民をはじめ外国人なども来庁されることから、国籍・性別・年齢を

問わず、簡単に識別でき、機能性の良さと親しみやすさを両立させた視認性が

高く、案内性に優れたサイン表示などに取組む必要があります。 

高齢者や小さな子供に配慮した階段や、手摺の整備等、幅広い年齢層に対応

したやさしい庁舎が必要です。 

 

（４）職員の事務効率の改善 

現在の本庁舎および西庁舎の行政機能を集約することで、事務決裁や情報共

有など時間的な短縮により、職員の事務効率や各部課間のコミュニケーション

を向上させることが必要です。 

また、執務スペースは、間仕切り壁のないオープンスペースなど、コンパク

トかつ効率的な職場配置や、将来の行政需要に対応できる柔軟な構造や執務面

積の縮減を検討する必要があります。 

   さらに、ＩＴ等の有効活用によるデジタル化とネットワーク化により、情報

管理・共有・活用が大きく進展していることから、知的生産性を高めることが

必要です。 

  



 

第２章

2-1

による方向性や施策との整合を図ります。

 

 

 

 

 

（１）

をどのようなまちにしていくかという目標や、その目標実現に向けた方策を示

したまちづくりの指針となるものです。

に向けたまちづくりの拠点として、その役割が発揮できる

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）網走市都市計画マスタープラン（

である「土地利用・都市空間や基盤整備」に関するものとして位置づけられ

います。

目標に沿った、

齢者・若年者・子育て世帯

クの方針の実現に向けた

 

２章 新庁舎の位置づけと役割について

1 位置づけ

基本構想の策定にあたっては、地方自治法に

による方向性や施策との整合を図ります。

 

 

 

 

 

）第 6 期網走市総合計画（

第 6 期網走市総合計画は、市政運営の最上位計画として、これからの網走市

をどのようなまちにしていくかという目標や、その目標実現に向けた方策を示

したまちづくりの指針となるものです。

新庁舎の整備にあたっては、第６期網走市総合計画に掲げる将来像の実現

に向けたまちづくりの拠点として、その役割が発揮できる

 

 

 

 

 

 

 

 

 

）網走市都市計画マスタープラン（

網走市都市計画マスタープランは、分野別のまちづくりに関する計画の一つ

である「土地利用・都市空間や基盤整備」に関するものとして位置づけられ

います。 

新庁舎の整備にあたっては、網走市都市計画マスタープランに掲げる理念や

目標に沿った、

齢者・若年者・子育て世帯

クの方針の実現に向けた

 

地方自治法第４条第２項

『住民の利用に最も便利であるように、交通の事情、他の官公署との関係等

について適当な考慮を払わなければならない

新庁舎の位置づけと役割について

位置づけ 

基本構想の策定にあたっては、地方自治法に

による方向性や施策との整合を図ります。

期網走市総合計画（

期網走市総合計画は、市政運営の最上位計画として、これからの網走市

をどのようなまちにしていくかという目標や、その目標実現に向けた方策を示

したまちづくりの指針となるものです。

新庁舎の整備にあたっては、第６期網走市総合計画に掲げる将来像の実現

に向けたまちづくりの拠点として、その役割が発揮できる

図

）網走市都市計画マスタープラン（

網走市都市計画マスタープランは、分野別のまちづくりに関する計画の一つ

である「土地利用・都市空間や基盤整備」に関するものとして位置づけられ

新庁舎の整備にあたっては、網走市都市計画マスタープランに掲げる理念や

目標に沿った、土地利用上の方針、道路整備上の方針、公園整備上の方針、高

齢者・若年者・子育て世帯

クの方針の実現に向けた

 

地方自治法第４条第２項

住民の利用に最も便利であるように、交通の事情、他の官公署との関係等

について適当な考慮を払わなければならない

新庁舎の位置づけと役割について

基本構想の策定にあたっては、地方自治法に

による方向性や施策との整合を図ります。

期網走市総合計画（2018

期網走市総合計画は、市政運営の最上位計画として、これからの網走市

をどのようなまちにしていくかという目標や、その目標実現に向けた方策を示

したまちづくりの指針となるものです。

新庁舎の整備にあたっては、第６期網走市総合計画に掲げる将来像の実現

に向けたまちづくりの拠点として、その役割が発揮できる

図 2-1-1 

）網走市都市計画マスタープラン（

網走市都市計画マスタープランは、分野別のまちづくりに関する計画の一つ

である「土地利用・都市空間や基盤整備」に関するものとして位置づけられ

新庁舎の整備にあたっては、網走市都市計画マスタープランに掲げる理念や

土地利用上の方針、道路整備上の方針、公園整備上の方針、高

齢者・若年者・子育て世帯など

クの方針の実現に向けた基本構想

  

地方自治法第４条第２項 庁舎の位置について

住民の利用に最も便利であるように、交通の事情、他の官公署との関係等

について適当な考慮を払わなければならない
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新庁舎の位置づけと役割について

基本構想の策定にあたっては、地方自治法に

による方向性や施策との整合を図ります。

2018 年度～

期網走市総合計画は、市政運営の最上位計画として、これからの網走市

をどのようなまちにしていくかという目標や、その目標実現に向けた方策を示

したまちづくりの指針となるものです。 

新庁舎の整備にあたっては、第６期網走市総合計画に掲げる将来像の実現

に向けたまちづくりの拠点として、その役割が発揮できる

 網走市総合計画の理念

）網走市都市計画マスタープラン（2017

網走市都市計画マスタープランは、分野別のまちづくりに関する計画の一つ

である「土地利用・都市空間や基盤整備」に関するものとして位置づけられ

新庁舎の整備にあたっては、網走市都市計画マスタープランに掲げる理念や

土地利用上の方針、道路整備上の方針、公園整備上の方針、高

など誰もが住み続けられる方針、拠点とネットワー

基本構想とします。

庁舎の位置について

住民の利用に最も便利であるように、交通の事情、他の官公署との関係等

について適当な考慮を払わなければならない

 

新庁舎の位置づけと役割について 

基本構想の策定にあたっては、地方自治法に基づくとともに

による方向性や施策との整合を図ります。 

年度～2027 年度）

期網走市総合計画は、市政運営の最上位計画として、これからの網走市

をどのようなまちにしていくかという目標や、その目標実現に向けた方策を示

 

新庁舎の整備にあたっては、第６期網走市総合計画に掲げる将来像の実現

に向けたまちづくりの拠点として、その役割が発揮できる

網走市総合計画の理念

2017 年 8 月改訂）

網走市都市計画マスタープランは、分野別のまちづくりに関する計画の一つ

である「土地利用・都市空間や基盤整備」に関するものとして位置づけられ

新庁舎の整備にあたっては、網走市都市計画マスタープランに掲げる理念や

土地利用上の方針、道路整備上の方針、公園整備上の方針、高

誰もが住み続けられる方針、拠点とネットワー

とします。 

庁舎の位置について 

住民の利用に最も便利であるように、交通の事情、他の官公署との関係等

について適当な考慮を払わなければならない』と規定されている。

 

 

基づくとともに

年度） 

期網走市総合計画は、市政運営の最上位計画として、これからの網走市

をどのようなまちにしていくかという目標や、その目標実現に向けた方策を示

新庁舎の整備にあたっては、第６期網走市総合計画に掲げる将来像の実現

に向けたまちづくりの拠点として、その役割が発揮できる基本構想

網走市総合計画の理念 

月改訂） 

網走市都市計画マスタープランは、分野別のまちづくりに関する計画の一つ

である「土地利用・都市空間や基盤整備」に関するものとして位置づけられ

新庁舎の整備にあたっては、網走市都市計画マスタープランに掲げる理念や

土地利用上の方針、道路整備上の方針、公園整備上の方針、高

誰もが住み続けられる方針、拠点とネットワー

 

住民の利用に最も便利であるように、交通の事情、他の官公署との関係等

と規定されている。

基づくとともに、次の関連計画

期網走市総合計画は、市政運営の最上位計画として、これからの網走市

をどのようなまちにしていくかという目標や、その目標実現に向けた方策を示

新庁舎の整備にあたっては、第６期網走市総合計画に掲げる将来像の実現

基本構想とします。

網走市都市計画マスタープランは、分野別のまちづくりに関する計画の一つ

である「土地利用・都市空間や基盤整備」に関するものとして位置づけられ

新庁舎の整備にあたっては、網走市都市計画マスタープランに掲げる理念や

土地利用上の方針、道路整備上の方針、公園整備上の方針、高

誰もが住み続けられる方針、拠点とネットワー

住民の利用に最も便利であるように、交通の事情、他の官公署との関係等

と規定されている。 

、次の関連計画

期網走市総合計画は、市政運営の最上位計画として、これからの網走市

をどのようなまちにしていくかという目標や、その目標実現に向けた方策を示

新庁舎の整備にあたっては、第６期網走市総合計画に掲げる将来像の実現   

とします。 

網走市都市計画マスタープランは、分野別のまちづくりに関する計画の一つ

である「土地利用・都市空間や基盤整備」に関するものとして位置づけられて

新庁舎の整備にあたっては、網走市都市計画マスタープランに掲げる理念や

土地利用上の方針、道路整備上の方針、公園整備上の方針、高

誰もが住み続けられる方針、拠点とネットワー

住民の利用に最も便利であるように、交通の事情、他の官公署との関係等

 

    



 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）網走市

市をはじめ防災関係機関が、その機能のすべてをあげて、市民の生命と財産を

保護するために定め

活動ができるよう必要な機能を備えた

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）網走市公共施設等総合管理計画

長期的な視点をもって公共施設等の最適配置、維持管理に関する基本方針

め

き、財政負担の軽減と平準化を図り、将来世代に大きな負担を強いることなく、

持続可能な市民サービスの提供と

構想

 

 

 

 

 

）網走市地域

網走市地域

市をはじめ防災関係機関が、その機能のすべてをあげて、市民の生命と財産を

保護するために定め

新庁舎の整備にあたっては、防災拠点として位置

活動ができるよう必要な機能を備えた

図 2

（４）網走市公共施設等総合管理計画

網走市公共施設等総合管理計画は、市の公共施設等の全体の状況を把握し、

長期的な視点をもって公共施設等の最適配置、維持管理に関する基本方針

められています

新庁舎の整備にあたっては、公共施設の管理に関する基本的な考え方に基づ

き、財政負担の軽減と平準化を図り、将来世代に大きな負担を強いることなく、

持続可能な市民サービスの提供と

構想とします。

地 域 防 災 力 の 向 上

減 災 の ま ち づ く り

災害に強い防災体制づくり

図 2-1

地域防災計画

地域防災計画は、

市をはじめ防災関係機関が、その機能のすべてをあげて、市民の生命と財産を

保護するために定められています

新庁舎の整備にあたっては、防災拠点として位置

活動ができるよう必要な機能を備えた

2-1-3 網走市地域防災計画の基本方針及び行動指針

【基本方針】

（４）網走市公共施設等総合管理計画

網走市公共施設等総合管理計画は、市の公共施設等の全体の状況を把握し、

長期的な視点をもって公共施設等の最適配置、維持管理に関する基本方針

られています。 

新庁舎の整備にあたっては、公共施設の管理に関する基本的な考え方に基づ

き、財政負担の軽減と平準化を図り、将来世代に大きな負担を強いることなく、

持続可能な市民サービスの提供と

とします。 

地 域 防 災 力 の 向 上

減 災 の ま ち づ く り

災害に強い防災体制づくり

1-2 都市計画マスタープランの理念

防災計画（2012

防災計画は、災害予防や応急・復旧対策を実施するにあたって、

市をはじめ防災関係機関が、その機能のすべてをあげて、市民の生命と財産を

られています

新庁舎の整備にあたっては、防災拠点として位置

活動ができるよう必要な機能を備えた

網走市地域防災計画の基本方針及び行動指針

【基本方針】   

（４）網走市公共施設等総合管理計画

網走市公共施設等総合管理計画は、市の公共施設等の全体の状況を把握し、

長期的な視点をもって公共施設等の最適配置、維持管理に関する基本方針

新庁舎の整備にあたっては、公共施設の管理に関する基本的な考え方に基づ

き、財政負担の軽減と平準化を図り、将来世代に大きな負担を強いることなく、

持続可能な市民サービスの提供と

地 域 防 災 力 の 向 上

減 災 の ま ち づ く り

災害に強い防災体制づくり
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都市計画マスタープランの理念

2012 年 10 月改訂）

災害予防や応急・復旧対策を実施するにあたって、

市をはじめ防災関係機関が、その機能のすべてをあげて、市民の生命と財産を

られています。 

新庁舎の整備にあたっては、防災拠点として位置

活動ができるよう必要な機能を備えた基本構想

網走市地域防災計画の基本方針及び行動指針

           

（４）網走市公共施設等総合管理計画(2015

網走市公共施設等総合管理計画は、市の公共施設等の全体の状況を把握し、

長期的な視点をもって公共施設等の最適配置、維持管理に関する基本方針

新庁舎の整備にあたっては、公共施設の管理に関する基本的な考え方に基づ

き、財政負担の軽減と平準化を図り、将来世代に大きな負担を強いることなく、

持続可能な市民サービスの提供と安全で安心

地 域 防 災 力 の 向 上 

減 災 の ま ち づ く り 

災害に強い防災体制づくり 

都市計画マスタープランの理念

月改訂） 

災害予防や応急・復旧対策を実施するにあたって、

市をはじめ防災関係機関が、その機能のすべてをあげて、市民の生命と財産を

新庁舎の整備にあたっては、防災拠点として位置

基本構想とします。

網走市地域防災計画の基本方針及び行動指針

        

15 年度～2044

網走市公共施設等総合管理計画は、市の公共施設等の全体の状況を把握し、

長期的な視点をもって公共施設等の最適配置、維持管理に関する基本方針

新庁舎の整備にあたっては、公共施設の管理に関する基本的な考え方に基づ

き、財政負担の軽減と平準化を図り、将来世代に大きな負担を強いることなく、

安心なまちづくりの実現をめざす

市 民 の 防 災 行 動 の 推 進

自 主 防 災 組 織 づ く り の 推 進

避 難 所 運 営 委 員 会 の 設 置

避 難 施 設 の 耐 震 化

津 波 避 難 施 設 等 の 整 備

都 市 計 画 の 推 進

災害時要援護者支援体制の充実

自主防災組織の相互協力体制の推進

ボランティア協力体制の整備

津 波 避 難 計 画 の 策 定

都市計画マスタープランの理念 

災害予防や応急・復旧対策を実施するにあたって、

市をはじめ防災関係機関が、その機能のすべてをあげて、市民の生命と財産を

新庁舎の整備にあたっては、防災拠点として位置づけられた市庁舎で円滑な

とします。 

網走市地域防災計画の基本方針及び行動指針

  【行動指針】

2044 年度)

網走市公共施設等総合管理計画は、市の公共施設等の全体の状況を把握し、

長期的な視点をもって公共施設等の最適配置、維持管理に関する基本方針

新庁舎の整備にあたっては、公共施設の管理に関する基本的な考え方に基づ

き、財政負担の軽減と平準化を図り、将来世代に大きな負担を強いることなく、

なまちづくりの実現をめざす

市 民 の 防 災 行 動 の 推 進

自 主 防 災 組 織 づ く り の 推 進

避 難 所 運 営 委 員 会 の 設 置

避 難 施 設 の 耐 震 化

津 波 避 難 施 設 等 の 整 備

都 市 計 画 の 推 進

災害時要援護者支援体制の充実

自主防災組織の相互協力体制の推進

ボランティア協力体制の整備

津 波 避 難 計 画 の 策 定

災害予防や応急・復旧対策を実施するにあたって、

市をはじめ防災関係機関が、その機能のすべてをあげて、市民の生命と財産を

けられた市庁舎で円滑な

網走市地域防災計画の基本方針及び行動指針 

【行動指針】 

) 

網走市公共施設等総合管理計画は、市の公共施設等の全体の状況を把握し、

長期的な視点をもって公共施設等の最適配置、維持管理に関する基本方針

新庁舎の整備にあたっては、公共施設の管理に関する基本的な考え方に基づ

き、財政負担の軽減と平準化を図り、将来世代に大きな負担を強いることなく、

なまちづくりの実現をめざす

市 民 の 防 災 行 動 の 推 進

自 主 防 災 組 織 づ く り の 推 進

避 難 所 運 営 委 員 会 の 設 置

避 難 施 設 の 耐 震 化

津 波 避 難 施 設 等 の 整 備

都 市 計 画 の 推 進

災害時要援護者支援体制の充実

自主防災組織の相互協力体制の推進

ボランティア協力体制の整備

津 波 避 難 計 画 の 策 定

災害予防や応急・復旧対策を実施するにあたって、

市をはじめ防災関係機関が、その機能のすべてをあげて、市民の生命と財産を

けられた市庁舎で円滑な

網走市公共施設等総合管理計画は、市の公共施設等の全体の状況を把握し、

長期的な視点をもって公共施設等の最適配置、維持管理に関する基本方針が定

新庁舎の整備にあたっては、公共施設の管理に関する基本的な考え方に基づ

き、財政負担の軽減と平準化を図り、将来世代に大きな負担を強いることなく、

なまちづくりの実現をめざす基本

市 民 の 防 災 行 動 の 推 進 

自 主 防 災 組 織 づ く り の 推 進 

避 難 所 運 営 委 員 会 の 設 置 

避 難 施 設 の 耐 震 化 

津 波 避 難 施 設 等 の 整 備 

都 市 計 画 の 推 進 

災害時要援護者支援体制の充実 

自主防災組織の相互協力体制の推進 

ボランティア協力体制の整備 

津 波 避 難 計 画 の 策 定 
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2-2 新庁舎の役割 

地方自治法に基づくとともに、第 6 期網走市総合計画など各上位計画におけ

る位置づけを踏まえ、新庁舎が果たすべき役割を以下のとおり整理します。 
 

（１）市民サービスの向上 

行政サービスの集約化、ＩＴ等の有効活用により、行政部門の事務効率を向

上させ、市民サービスの向上へつながる役割が望まれます。 

市民のプライバシーを守りながら、市民に寄り添うサービスを提供できるよ

うな窓口相談空間の設置が必要です。 

特に市民の利用頻度が高く、市民サービスに直結する窓口、相談、市政情報

の提供などの機能は、低階層部分に配置するなど利便性の向上を図る必要があ

ります。 

議場並びに議会関連諸室は、各室の関連性や議員の動線に配慮し、できる限

り同一階層に集約し、適正な面積とすることが必要です。 

 

（２）安全・安心への対応 

万一の災害や危機事象発生時には、市民の安全を確保するため、迅速な災害

対応や復旧作業が可能となるように、災害対策本部の設置、情報発信、一時避

難施設となる防災拠点としての役割が必要です。 

 

（３）社会・環境への配慮 

国籍や性別、年齢や障がいの有無などにかかわらず、あらゆる人にとっても

使いやすく、分かりやすい、ユニバーサルデザインを基本とした市庁舎が必要

です。 

環境負荷の低減に配慮し、自然光、自然通風などの自然エネルギーの有効利

用や省エネ、省資源化による生涯費用の低減を図るとともに周辺環境へ配慮し

た都市景観の形成を目指し、低炭素型のまちづくりを実現させる役割が望まれ

ます。 

 

（４）まちづくりとの連携 

まちづくりの拠点となる庁舎は、周辺施設と連携をとり、コンパクトシティ・

プラス・ネットワークの実現や網走の魅力を感じられる役割が期待されます。 

自然豊かな環境や周辺建物との調和を考慮し、景観形成に配慮する必要があ

ります。 

 

（５）セキュリティの確保 

市民の個人情報や行政情報を取り扱う庁舎では、情報漏えいを防ぎ、電子デ

ータを守るなどの適切な管理を行う必要があります。そのため、セキュリティ

機能を確立するとともに、防犯機能を整備し、来庁者や職員等の安全を確保す

る必要があります。 



 

第３章

3-1

市民サービスの提供と効率的な行政運営を目指して、新庁舎建設の基本理念を

次のように設定します。

   

 

 

 

 

3-2

市民等の意見を踏まえ以下のとおり設定します。

 

基本理念

人にやさしく市民に親しまれる庁舎

まちづくりの拠点にふさわしい庁舎

効率的で情報化に対応できる

章 新庁舎

1 基本

現庁舎の

市民サービスの提供と効率的な行政運営を目指して、新庁舎建設の基本理念を

次のように設定します。

 

 

2 基本方針

基本理念に基づき、より具体化した基本方針として、これまでの検討経緯や

市民等の意見を踏まえ以下のとおり設定します。

 

 

基本理念

防災拠点となる庁舎

人にやさしく市民に親しまれる庁舎

まちづくりの拠点にふさわしい庁舎

環境にやさしい庁舎

効率的で情報化に対応できる

効率的で情報化に対応
できる庁舎

新庁舎の基本理念、基本方針

基本理念 

現庁舎の課題や新庁舎の果たすべき役割などの整理をもとに、より充実した

市民サービスの提供と効率的な行政運営を目指して、新庁舎建設の基本理念を

次のように設定します。

基本方針 

理念に基づき、より具体化した基本方針として、これまでの検討経緯や

市民等の意見を踏まえ以下のとおり設定します。

  

基本理念 

防災拠点となる庁舎

人にやさしく市民に親しまれる庁舎

まちづくりの拠点にふさわしい庁舎

環境にやさしい庁舎

効率的で情報化に対応できる

効率的で情報化に対応
できる庁舎 

まちづくりの拠点に
ふさわしい庁舎

基本理念、基本方針

や新庁舎の果たすべき役割などの整理をもとに、より充実した

市民サービスの提供と効率的な行政運営を目指して、新庁舎建設の基本理念を

次のように設定します。 

理念に基づき、より具体化した基本方針として、これまでの検討経緯や

市民等の意見を踏まえ以下のとおり設定します。

 

防災拠点となる庁舎 

人にやさしく市民に親しまれる庁舎

まちづくりの拠点にふさわしい庁舎 

環境にやさしい庁舎 

効率的で情報化に対応できる庁舎 

効率的で情報化に対応 

人にやさしく
市民に親しまれる庁舎

まちづくりの拠点に 
ふさわしい庁舎 
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基本理念、基本方針

や新庁舎の果たすべき役割などの整理をもとに、より充実した

市民サービスの提供と効率的な行政運営を目指して、新庁舎建設の基本理念を

理念に基づき、より具体化した基本方針として、これまでの検討経緯や

市民等の意見を踏まえ以下のとおり設定します。

耐震性能を確保した災害に強い安全・

安心な庁舎とします。

国籍・性別・年齢にかかわらず、全ての

あらゆる

相談の場を設ける庁舎とします。

省エネルギー

ど

生涯費用を低減させる

人にやさしく 
市民に親しまれる庁舎

 

 

基本理念、基本方針について

や新庁舎の果たすべき役割などの整理をもとに、より充実した

市民サービスの提供と効率的な行政運営を目指して、新庁舎建設の基本理念を

理念に基づき、より具体化した基本方針として、これまでの検討経緯や

市民等の意見を踏まえ以下のとおり設定します。 

耐震性能を確保した災害に強い安全・

安心な庁舎とします。

国籍・性別・年齢にかかわらず、全ての

あらゆる人が利用しやすい窓口や交流・

相談の場を設ける庁舎とします。

省エネルギー

どの採用や建設費から維持費までの

生涯費用を低減させる

地域の核となり、周辺の市街地形成や

都市整備と一体となったまちづくり

に寄与する庁舎とします。

ＩＴ等を有効活用し、市民サービスの

向上と事務の効率化図り、高度なセキ

ュリティ機能を有する庁舎とします。

 
市民に親しまれる庁舎 

防災拠点となる庁舎

環境にやさしい庁舎

 

 

について 

や新庁舎の果たすべき役割などの整理をもとに、より充実した

市民サービスの提供と効率的な行政運営を目指して、新庁舎建設の基本理念を

理念に基づき、より具体化した基本方針として、これまでの検討経緯や

耐震性能を確保した災害に強い安全・

安心な庁舎とします。

国籍・性別・年齢にかかわらず、全ての

人が利用しやすい窓口や交流・

相談の場を設ける庁舎とします。

省エネルギー・再生可能エネルギーな

や建設費から維持費までの

生涯費用を低減させる

地域の核となり、周辺の市街地形成や

都市整備と一体となったまちづくり

に寄与する庁舎とします。

ＩＴ等を有効活用し、市民サービスの

向上と事務の効率化図り、高度なセキ

ュリティ機能を有する庁舎とします。

防災拠点となる庁舎

環境にやさしい庁舎 

や新庁舎の果たすべき役割などの整理をもとに、より充実した

市民サービスの提供と効率的な行政運営を目指して、新庁舎建設の基本理念を

理念に基づき、より具体化した基本方針として、これまでの検討経緯や

耐震性能を確保した災害に強い安全・

安心な庁舎とします。 

国籍・性別・年齢にかかわらず、全ての

人が利用しやすい窓口や交流・

相談の場を設ける庁舎とします。

・再生可能エネルギーな

や建設費から維持費までの

生涯費用を低減させる庁舎とし

地域の核となり、周辺の市街地形成や

都市整備と一体となったまちづくり

に寄与する庁舎とします。 

ＩＴ等を有効活用し、市民サービスの

向上と事務の効率化図り、高度なセキ

ュリティ機能を有する庁舎とします。

防災拠点となる庁舎 

や新庁舎の果たすべき役割などの整理をもとに、より充実した

市民サービスの提供と効率的な行政運営を目指して、新庁舎建設の基本理念を

理念に基づき、より具体化した基本方針として、これまでの検討経緯や

耐震性能を確保した災害に強い安全・

国籍・性別・年齢にかかわらず、全ての

人が利用しやすい窓口や交流・

相談の場を設ける庁舎とします。 

・再生可能エネルギーな

や建設費から維持費までの

庁舎とします。 

地域の核となり、周辺の市街地形成や

都市整備と一体となったまちづくり

ＩＴ等を有効活用し、市民サービスの

向上と事務の効率化図り、高度なセキ

ュリティ機能を有する庁舎とします。 
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第４章 新庁舎の建設場所について 

4-1 検討状況 

網走市では、平成３０年度に公共施設耐震化等対策室を設置し、耐震基準を

満たしていない公共施設の耐震化対策を検討してきました。 

この検討結果は、「公共施設耐震化等検討報告書」により、新庁舎建設基本構

想策定検討委員会に対し、市庁舎の建替えを最優先とする方針や各種視点から

総合的に検討した結果、建設場所は、「金市舘ビル跡地周辺敷地」を適地と判断

した市の考え方について説明しました。 

また、市民に対し、「新庁舎建設に向けた取組」に係る説明を５３会場、約１,

０００名に実施し、寄せられた質問や意見等の内容についても、新庁舎建設基

本構想策定検討委員会に報告しました。 

新庁舎建設基本構想策定検討委員会では、上記の報告事項などを踏まえ、新

庁舎の建設場所などについて、下記のとおり検討や議論を進めてきました。 

 

【主な検討状況】 

第２回新庁舎建設基本構想策定検討委員会（令和元年７月２４日（水）開催） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○基本構想策定スケジュールについて確認 

 ・「国の財政支援制度活用」を見据えて、網走市から提案のあった基本構想策

定スケジュールに沿って、令和２年６月を成果の目途として、議論を進めてい

く 

○建設場所についての議論 

 ・津波災害を考慮した場合、中心市街地に建設するのが良いのか疑問である 

 ・津波災害時に中心市街地で一時避難できる場所が必要である 

 ・人口の密集度合が多い地区に建設するべきではないか 

 ・まち全体を考えた総合的な判断が必要である 

 ・バスを中心とした交通の利便性を考慮すると中心市街地は最適地である 

 ・駐車場の関係などを考えるとまちの中心地が良い 

 ・障がい者や高齢者のために、駐車場が広くとれる場所が必要である 

 ・旧網走高校跡地に建設する可能性について 
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第３回新庁舎建設基本構想策定検討委員会（令和元年 9 月４日（水）開催） 

 

 

○建設候補地を決定させる考え方について 

 ・市役所の建設場所については、地方自治法や市の上位計画の総合計画、都市

計画マスタープランとの整合性を取りながら場所を決めなければならない 

・都市計画マスタープランの土地の利用に関する方針として、コンパクトシテ

ィ・プラス・ネットワークという考え方を基本として、公共施設の集約、統廃

合や市街地の未利用地、空き家の有効活用を深めて、効率性に配慮した投資効

果の高い土地利用を推進していく。また、拠点ネットワークの方針づくりでは、

中心市街地をオホーツクの中核となる観光、行政、商業、業務拠点、都市拠点

を形成することになっている。これを踏まえながら、議論していかざるを得な

いのでは 

・どこの候補地にしても一長一短があるので、建てる段階のコスト、スケジュ

ール感、周辺地域との関連性など総合的に考えなければならない。視点を固定

すると絶対にまとまらない 

○金市舘ビル跡地周辺敷地の議論（賛成意見） 

 ・総合的に判断すると金市舘ビル跡地周辺敷地 

 ・下まちは、中心としての役割を果たしている 

 ・中心市街地の活性化、都市計画マスタープランなどを踏まえると中心市街地 

 ・将来の網走を考えると中心的な役割の場所として一番ふさわしい 

 ・交通機関が一番整っている 

 ・網走市全体を考えると中心的な場所、そして防災も考えると街中に大きな建

物が必要である 

 ・非常時に下に避難場所があるのは心強い 

 ・災害時に対応できる建て方などが示せれば賛成 

 ・網走の中心地であるし、観光客の万が一の避難場所となる。国道にも２面に

面している 

 ・防災のサブ的な機能が高台の網走消防署南出張所にある 

 ・市の財政も含めて、できるだけスピード感を持って早く、安いコストで建て

ることを考える 

 ・人口減少で空洞化させて良いのかということを考えると庁舎は中心市街地 

○金市舘ビル跡地周辺敷地の議論（反対意見） 

 ・防災拠点としての懸念がクリアされていない 

 ・金市舘ビル跡地に建てたとして、本当に活性化できるか懸念がある 

 ・津波災害、お金がかからない、更地、道道に面している、これらを考え駒場

運動公園横の敷地が良い 
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表 4-1-1 新庁舎建設候補地比較検討表 

 ① 

現本庁舎 

敷地 

② 

金市舘ビル 

跡地周辺敷地 

③ 

除雪センター

敷地 

④ 

市営住宅潮見 

団地整備余剰地 

⑤ 

市営桂町 

球技場敷地 

Ａ 関連計画 

と 

周辺環境 

・関連計画との整合
性は確保されてい
る。 

・周辺環境に悪影響
を及ぼすことはな
い。 

・関連計画との整合
性は確保されてい
る。 

・昼間人口の増加
は、新たな商業の
立 地 や 周 辺 へ の
経 済 波 及 効 果 が
期待できる。 

・「コンパクトシティ・
プラス・ネットワー
ク」の考え方との整
合 性 に 課 題 が あ
る。 

・周辺環境に悪影響
を与えるおそれは
ない。 

・新庁舎建設を目的
とした都市計画変
更については、整
合 性 に 課 題 が あ
る。 

・交通量増加等によ
る周辺環境への影
響が懸念される。 

・新庁舎建設を目的
とした都市計画変
更については、整
合 性 に 課 題 が あ
る。 

・交通量増加等によ
る周辺環境への影
響が懸念される。 

Ｂ 利 便 性 

     と 

交通体系 

・警察署、税務署、
郵便局、道の駅、
金融機関など行政
機関や生活サービ
ス施設が集積して
おり、利便性は高
い。 

・国道に接しており、
車道・歩道が広く
平坦で安全性が高
い。自動車交通の
円滑性が高い。 

・金融機関、病院、
商店街、飲食街な
ど生活サービスに
必要な機能は概ね
備わっており、新
庁舎建設により、
さらに利便性は高
くなる。 

・国道に接しており、
車道・歩道が広く
平坦で安全性が高
い。自動車交通の
円滑性が高い。 

・新庁舎建設によっ
て利便性が高まる
ことは期待できな
い。 

・広い駐車場が確保
でき、自家用車で
の 来 庁 者 の 利 便
性が向上する。 

・車道・歩道ともに
狭く、安全性が劣
る。また、勾配があ
る た め 不 便 で あ
る。 

・店舗、金融機関が
点在しているが、
生活サービスの利
便性はあまり高く
ない。 

・広い駐車場が確保
でき、自家用車で
の 来 庁 者 の 利 便
性が向上する。 

・車道・歩道が広く
安全性は高い。 

・病院、宿泊施設な
どがあるが、生活
サービスの利便性
は低く、新庁舎建
設によって周辺地
区の利便性が高ま
ることも期待できな
い。 

・道路幅員が狭く、
勾配もあって安全
性が低いため、不
便である。 

Ｃ 防災拠点 

としての 

安全性と機能性 

・国道 244 号線は、
第 一 次 緊 急 輸 送
道路に指定されて
おり、関係官公署
との連携を含め、
緊急時の迅速な対
応が可能である。 

・浸水想定区域外で
あるが、安全性を
確保するための十
分な対策が必要と
なる。 

・国道 39 号線、国道
244 号線は、第一
次緊急輸送道路に
指定されており、
関係官公署との連
携を含め、緊急時
の迅速な対応が可
能である。 

・浸水想定区域外で
あるが、安全性を
確保するための十
分な対策が必要と
なる。 

・ 敷 地 が 広 大 な た
め、災害対策拠点
としての機能が発
揮できる。 

・隣接する消防署と
の連携が期待でき
る。 

・緊急時に他の官公
署との連携にタイ
ムラグが生じる可
能性がある。 

・津波や洪水等によ
る浸水被害を受け
る心配はない。 

・ 敷 地 が 広 大 な た
め、災害対策拠点
としての機能が発
揮できる。 

・近隣の消防署との
連 携 が 期 待 で き
る。 

・緊急時に他の官公
署との連携にタイ
ムラグが生じる可
能性がある。 

・津波や洪水等によ
る浸水被害を受け
る心配はない。 

・北海道の防災備
蓄倉庫があり、緊
急時の配備など、
機動的に対応でき
る。 

・道路は急勾配で幅
員も狭く、踏切もあ
ることから、緊急時
の新たなアクセス
方 法 の 検 討 が 必
要となる。 

・津波や洪水等によ
る浸水被害を受け
る心配はない。 

Ｄ 経 済 性 

と 

実 現 性 

・限られた敷地での
建設のため、制限
が大きくなる。 

・現庁舎の解体が
必要なため完成ま
で に 時 間 を 要 す
る。 

・代替駐車場や仮
庁 舎 の 確 保 が 必
要となる。 

・平坦な土地ではあ
るが、敷地面積は
狭い。 

・商業地域に位置す
るため設計の自由
度は高いが、敷地
面積に制限がある
ため、高層建築物
になる。 

・民有地の取得等
の検討・協議が必
要となる。 

・敷地面積は広大だ
が、道路と高低差
がある。 

・既存施設の移転
や解体が必要とな
り、建設着手まで
に時間・経費を要
する。 

・周辺道路や歩道
の改良が必要とな
る。 

・既存市営住宅の
建替えおよび入居
者移転完了後でな
ければ建設着手は
不可能である。 

・都市計画変更等
が必要となり、建
設着手までに時間
を要する。 

・既存道路や埋設
管等の移設、撤去
等の経費が必要。 

・既存グラウンドの
代 替 施 設 の 確 保
等、建設着手まで
に時間・経費を要
することが想定さ
れる。 

・都市計画変更等
が必要となり、建
設着手までに時間
を要する。 

・周辺道路や歩道
の改良が必要とな
る。 

 

A 関連計画と周辺環境 

・関連計画の整合性や周辺環境への影響とまちづくりの貢献について評価 

B 利便性と交通体系 

・他の公共施設等都市機能の集積や交通体系など市民の利便性について評価 

C 防災拠点としての安全性と機能性 

・災害発生時における関係機関との連携、浸水想定区域など安全性と機能性に

ついて評価 

D 経済性と実現性 

・建設等に係る経費や事業の実現性や早期性について評価 
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 検討結果

新庁舎建設基本構想策定検討委員会では、

の整合性を確認し、決定に

金市舘ビル跡地周辺敷地

場所については、第２回目の検討委員会から議論を進めてきましたが、

の検討委員会で

由」についてご発言いただき

各委員からは、「

化、都市計画マスタープランなどを踏まえると中心市街地

」「網走市全体を考えると中心的な場所、防災も考えると街中に大きな建物が必

要である」「網走の中心地であるし、観光客の万が一の避難場所となる。国道にも２

面に面している」「

ストで建てることを考える

と庁舎は中心市街地

アされていない」「

津波災害、お金がかからない、更地、道道に面している、これら

動公園横の敷地が良い

検討委員会の大方の意見

であることを確認し、新庁舎建設基本構想策定検討委員会として、

周辺敷地」を建設場所

検討結果 

新庁舎建設基本構想策定検討委員会では、

の整合性を確認し、決定に関して

金市舘ビル跡地周辺敷地

場所については、第２回目の検討委員会から議論を進めてきましたが、

の検討委員会で出席された全委員に、「建設位置はどこが良いのか。また、その理

ご発言いただき

各委員からは、「総合的に判断すると金市舘ビル跡地周辺敷地

化、都市計画マスタープランなどを踏まえると中心市街地

網走市全体を考えると中心的な場所、防災も考えると街中に大きな建物が必

網走の中心地であるし、観光客の万が一の避難場所となる。国道にも２

」「市の財政も含めて、できるだけスピード感を持って早く、安いコ

ストで建てることを考える

と庁舎は中心市街地」などの賛成意見が出た一方で、「

」「金市舘ビル跡地に建てたとして、本当に活性化できるか懸念があ

津波災害、お金がかからない、更地、道道に面している、これら

動公園横の敷地が良い」などの反対意見も

の大方の意見としては、

であることを確認し、新庁舎建設基本構想策定検討委員会として、

建設場所にすると

新庁舎建設基本構想策定検討委員会では、

関しては、市全体を考慮し

金市舘ビル跡地周辺敷地を建設場所にするこ

場所については、第２回目の検討委員会から議論を進めてきましたが、

出席された全委員に、「建設位置はどこが良いのか。また、その理

ご発言いただきました。

総合的に判断すると金市舘ビル跡地周辺敷地

化、都市計画マスタープランなどを踏まえると中心市街地

網走市全体を考えると中心的な場所、防災も考えると街中に大きな建物が必

網走の中心地であるし、観光客の万が一の避難場所となる。国道にも２

市の財政も含めて、できるだけスピード感を持って早く、安いコ

ストで建てることを考える」「人口減少で空洞化させて良いのかということを考える

」などの賛成意見が出た一方で、「

金市舘ビル跡地に建てたとして、本当に活性化できるか懸念があ

津波災害、お金がかからない、更地、道道に面している、これら

」などの反対意見も

としては、

であることを確認し、新庁舎建設基本構想策定検討委員会として、

にすると判断いた

金市舘ビル跡地周辺敷地

網
走
信
用 

金
庫
本
店 

網走中央病院

国
道
３
９
号 

らるあーと

駐車場

・ｲﾍ゙ ﾝﾄ広場

15 

新庁舎建設基本構想策定検討委員会では、新庁舎の位置

市全体を考慮し

を建設場所にするこ

場所については、第２回目の検討委員会から議論を進めてきましたが、

出席された全委員に、「建設位置はどこが良いのか。また、その理

ました。 

総合的に判断すると金市舘ビル跡地周辺敷地

化、都市計画マスタープランなどを踏まえると中心市街地

網走市全体を考えると中心的な場所、防災も考えると街中に大きな建物が必

網走の中心地であるし、観光客の万が一の避難場所となる。国道にも２

市の財政も含めて、できるだけスピード感を持って早く、安いコ

人口減少で空洞化させて良いのかということを考える

」などの賛成意見が出た一方で、「

金市舘ビル跡地に建てたとして、本当に活性化できるか懸念があ

津波災害、お金がかからない、更地、道道に面している、これら

」などの反対意見も出されました

としては、建設場所の適地は
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